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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年8月28日に提出いたしました第63期（自　平成20年6月１日　至　平成21年5月31日）有価証券報告書の記

載事項の一部に訂正すべき箇所がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出する

ものであります。

 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　　　１．省略

　　　　２．「第２　事業の状況　４　事業等のリスク」に記載した継続企業の前提に関する重要事象等についての分

析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は改善するための対応策

　　　　　（訂正前）

当社グループといたしましては、「第２　事業の状況　３　対処すべき課題」に記載の施策を実行し、早

期に業績を回復すべく取り組んでおり、当期においてその施策によるコストダウンと効率化により、仕

入、外注及び諸経費においてその効果、改善はみられております。

従いまして、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しており、連結財務諸表及

び財務諸表の注記には記載しておりません。

 

　　　　　（訂正後）

当社グループにおいては、事業の選択と集中を実施し、将来に向けた体制を築き、早期に黒字化を図る

ことが、取り組むべき優先課題であり、それに向けて以下の施策を実行いたします。

(1)事業規模に適した組織・人員の最適化

公共投資削減等による官需市場の縮小や世界的な景気悪化による民間設備投資の冷え込み等厳しい

事業環境の中で、事業の選択と集中により事業規模の適正化を図る。そのなかで、組織・人員のスリム

化・最適化を図るほか、今後の事業展望について将来の見通し等を総合的に判断した結果、グリッドコ

ア事業の撤退を決定するなど合理化を図っており、今後も採算性の高い分野への経営資源の集約など、

効率的に事業を推進する。

(2)販売とマーケティングの改革

顧客ニーズに即した独自の技術・製品開発、技術の高度化、製品の差別化を図り、製販一体となった

組織的・効率的な提案営業活動による販売強化により、価格競争からの脱却を図るほか、利益を重視し

た選別受注を行うことにより収益の改善を図る。

①利益重視の受注

当社グループが長年培ってきた水に関する技術を最大限に生かし、顧客ニーズに応えるソリュー

ション型ビジネスを展開するほか、顧客、物件などの情報を正確、迅速に把握することによる見積精

度の向上を図り、利益を重視した選別受注を徹底する。

②独自製品・技術の提案

付加価値の高い当社グループの独自製品、技術を積極的に提案することにより、価格競争からの脱

却を図る。

(3)トータルコストダウンの実施、強化

企業間競争、価格競争が激化している市場において、営業、設計、生産、施工、流通の各業務プロセスの

改革と情報の共有、一元化により、リードタイムの短縮、プロセス管理の精度向上で大幅な効率向上を
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達成するほか、設計の部門強化によるVE、品質向上とあわせて更なるトータルコストダウンを実現す

る。

①コストダウン施策の実施、強化

機器製作、工事における発注形態や業者の見直しのほか、機能に見合ったコストを重視した設計及

び設計管理を行い、コストダウンを図る。

また、効率的な設計システムの導入や販管費の削減など更なるコストダウンを追及し、早期に業績

に反映できるよう全社的に推進する。

②プラントプロセス管理の強化

プラント物件における工程計画（設計、機器製作、工事）及びその進捗管理を各部門が連携して行

い、各工程における精度の向上、問題の早期解決をすることにより、効率化を図る。

③ＳＣＭ活動によるリードタイムの短縮

営業、設計、生産、流通の各業務プロセスにおける情報の共有、一元化により、生産の平準化、生産の

最適化を実施し、効率化を図る。

④経費削減

経費全般について、全面的な見直しを行い、経費の削減を行う。

なお、役員の報酬額を減額しているのに加え、従業員についても給与カットを行っているほか、本

社事務所を移転することにより、固定費の圧縮を実施している。

(4)財務基盤の強化

事業をより強固にする施策を推進するため、調達の多様化による長期的、安定的な財務基盤の強化を

図る。

 

当期において上記の施策によるコストダウンと効率化により、仕入、外注及び諸経費においてその効

果、改善はみられております。

従いまして、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しており、連結財務諸表及

び財務諸表の注記には記載しておりません。
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